
平成２２年１０月８日（金）宮崎県立日南振徳商業高等学校

中 島 悟校長室だより ２６号
【キャッチフレーズ】

未来に残そう 伝え築いた 振徳商業

目指せ 三種目 日本一 ！

【来週の行事】10月１２日（火）～ 振徳祭体育の部 練習週間

１４日（木） 予行練習

雨天時：多目的体育館１６日（土） 第４１回振徳祭体育の部

１「創立３０周年に想う」 旧職員 冨家 誠一 30周年記念誌より抜粋

２ 出逢ったいい話『 『致知』2007年10月号より抜粋兄ちゃん、あんたパセリ忘れたんやろ』

冨 家 誠 一「創立３０周年に想う」（原文） 旧職員

「宮崎県立日南振徳商業高校」が、日南高校から分離独立したのが昭和４５年。早

くも３０年の歳月が経過した。私自身は、創立時から８年間勤務させて戴いたが、職

員も生徒も「自分たちの学校を、自分達の手で築き上げるのだ」という気概に溢れ、

意気軒昂たるものがあった。当時の様々な出来事が、つい先だってのように思い出さ

れる。

開校当時の建物は、管理棟の西半分と第２棟のみが出来上ったばかりで、樹木一本

あるわけでもなく、管理棟１階は２部屋のみで、校長室と事務室が同居、職員室と保

健室が同居という状態ではあったが、一方で此れがどの様に整備されていくのであろ

うかと、また楽しみでもあった。

第１回入学式当日は生憎の雨天で、校庭は粘土質のひどいぬかるみとなり、お母さ

、 。ん方の晴れ着が汚れてはいけないと 校門から玄関までいそいで粗筵を敷いたりした

式は第２棟３階東側の大教室で行われたが、来賓、職員、新入生とその保護者の約400

名近くが入り、人いきれに加えて湿気と新築間もない塗料の匂いによって、気分の悪

くなる者が続出し、その介護に大童であった。

制服についても懐かしい思い出がある。新設校らしく他の学校と違ったものにしよ

うと男女とも茶色のブレザーと決めて、専門家にデザインを依頼した。出来上がった

女子の制服の胸元が、ちょっと寂しいのではということで、断りもなく職員で勝手に

ワンポイントを入れてしまい、デザイナーのお怒りをかってしまった。いま考えても

。 、 、冷や汗のでる思いである 男子のプレーザ一については 生徒・保護者ともに不評で

従来の学生服になってしまった。

私にとって振徳での一番の思い出は、何といっても情報処理科の設置である。昭和



４５年に学習指導要領が改訂される一方、コンピュータの発達、実務界での普及とい

う社会的背景を受けて、情報処理教育の必要性から創立2年目に県下に先駆けて情報処

理科が設置された。私は、前年の１０月から３カ月間、文部省主催の「第１回情報処

」 、 、理教育指導者養成講座 に派遣して戴き 基礎的知識と基本的技法を学んではきたが

初年度はまだ器機類が入ってなく、コンピュータを見たことも無い生徒に、どのよう

に教えていくか苦労の連続であった。翌年の「プログラミング」の授業では、まだ教

科書も無く、暗中模索・試行錯誤を繰り返し乍ら、毎日ガリ版を切ったのも今となっ

ては懐かしい。

その他、グランドの石拾いと芝植え・伝統の明るい挨拶・陸上部の緑の施風等々思

い出は尽きないが、近年では高レベルの検定合格者を毎年輩出するなど、県下にその

名を轟かせていると聞く。創立３０周年を期に、更なる発展を願ってやまない。

出逢ったいい話 『兄ちゃん、あんたパセリ忘れたんやろ』

お好み焼き千房社長・中井政嗣氏／修業時代の思い出より

（義兄のレストランを手伝っていた若い頃）

一度ランチの時間にこんなことがありました。エビフライをお客さんに出して、

まさにソースをかけて食べようとしている時、義兄が「あれを下げてこい」と言う

んです。わけも分からず姉が下げてくると、その皿を私に見せて 「おまえ、なんか、

忘れたやろ」と。だけど分からないんですね。

しばらくしたら 「これや！」と言うて、パセリを皿の上に置いたんです。急いで、

お客さんにお戻ししたら、お客さんは「何やったん？」と。

姉が「すみません、パセリ忘れました」と言ったら 「パセリなんか食うか！この、

忙しい時に、アホか！」と怒って帰らはったんです。

そうしたら義兄は「見てみい、おまえのせいでお客さん帰ったやないか！」と私

を叱ったんですね。

「なんでやねん。お客さんはパセリなんか食べんって言うてたやないか。機嫌よ

く食べてたのに、あんたが下げさすさかい、こんなことになったんやないか…… 。」

口には出しませんでしたが、納得できなくて、ずっとふくれっ面のまま働いていた

んですね。

そうしたらカウンターのお客さんが私にこう言いました 「兄ちゃん、あんたパセ。

リ忘れたんやろ。忘れたら素直に謝らなあかんやんか。素直に謝って、まだなんや

かんや言われていたら、みんなあんたを応援する。

でも、いまのふくれっ面の態度はなんやの。もっと素直にならなあかんやんか」

この時は涙が出ました。義兄の下で修業した間に学んだこと、教わったことは一

生の基礎となっています。


